
「しらせ」南極から帰港

2月22日は南極観測船「しらせ」の帰港予定日でした。最近で

は南極観測に関するニュースが新聞やテレビに登場しなくなって
います。
極地の厳しい気象条件の中で得られる貴重なデータの価値は宇
宙開発がどんどん進んでいくなかでもますます重要です。
「しらせ」はYACかわら版でも注目していました。

86 2020年10月26日版 冬の足音南半球はもうすぐ夏
90 2020年11月16日版 秋から冬への山々

「しらせ」行動予定は最終的には次のように変更されていました。
新型コロナウイルス感染症対応のため、横須賀出港の後、横須
賀港外で2週間待機していました。

ているのかなと船舶位置探

https://www.nipr.ac.jp/antarctic/jare/map62.html

極地研究所のウエブサイトは南極の情報が
いっぱいです。

月面での観測基地を考えるときに極地での生活は参考になります。

国立極地研究所南極観測のウエブサイト「進め！しらせ」
で、ある程度「しらせ」の位置はつかめます。

https://www.nipr.ac.jp/antarctic/jare/
正確な船舶位置情報は、現在地を発信している船舶の位置
はマリントラフィックサイトで詳細が分かります。

https://www.marinetraffic.com/

残念ながら「しらせ」の位置は、2月10日にインドネシア
のロンボク海峡でマリントラフィック位置表示は終わってい
ました。21日朝検索してみま
した。
横須賀出港後2週間待機してい
た近くに仮泊していました。

2月21日にはセンチネル２の
関東地区の観測がありました。
好天の東京湾の入り口の浦賀
水道の様子がはっきり見えます。
千葉県側の第２海堡（かいほう）の西側を一列に航行している
船舶の様子が鮮明です。その航路の西に浦賀港があります。

11月20日出港して、一路南極
に物資を運び、一路浦賀にも
どってきました。
2月21日、陸地はどのように
みえていたのでしょうか。
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アイススケート場のように航
跡が残っています。しかも
一ヶ月以上も。天候が安定し
ている時期なのかな？

1月25日のランドサット8画像に、しらせの位
置をマークしました。極地研究所ウエブサイ
ト「観測隊はいまどこ？」を使用しました。
正午の位置です。
かわら版画像の位置は誤差の心配があります。

1月16日ランドサット8
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昭和基地と「しらせ」

東オングル島の昭和基地

データを自分で探ってみましょう
URLをクリックしてダウンロード
してください。
http://www.yac-
j.com/hq/info/yackawarabandata
114.html

画像ソフト用

EISEI用

画像用のデータにはマークがついて
いません。
EISEI用のデータもかわら版の画像の
マークの一部を省略しています

http://www.yac-j.com/hq/info/yackawarabandata114.html

